
干
拓
新
田
に
沿
け
る
災
害
の
歴
史
地
理

|
|
三
河
国
平
七
新
田
を
例
と
し
て

l
l

村

瀬

章

正

ま

え

が

き

干拓新田における災害の歴史地理

最
近
衣
浦
臨
海
工
業
地
帯
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
注
目
を
浴
び
て
来
た
碧
南
市
は
、
愛
知
県
の
南
に
位
し
、
そ
の
土
地
た
る
や
微
高
の
洪

積
台
地
は
僅
か
に
三
分
の
一
を
占
め
、
三
分
の
こ
に
当
る
碧
南
の
大
部
分
は
沖
積
低
地
で
あ
る
。
数
百
年
の
普
か
ら
、
先
人
が
労
苦
を
重

ね
て
浅
海
を
干
拓
し
た
も
の
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
る
と
、
碧
南
の
大
部
分
は
昔
の
海
で
あ
っ
て
、
現
在
海
面
と
同
一
高
度
で
あ
る
。
だ

か
ら
一
度
海
岸
が
決
壊
す
る
と
、
忽
ち
以
前
の
海
に
復
帰
す
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
の
高
潮
、
昭
一
L

和
三
十
八
年
の
十
三
号
台
風
、
そ
し
て
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
と
、
台
風
は
こ
の
地
の
新
田
地
帯

に
い
つ
も
大
き
な
被
害
を
J

与
え
た
。
そ
れ
は
海
浜
の
埋
立
に
よ
っ
て
出
来
た
干
拓
新
田
の
、
遇
わ
ね
ば
な
ら
な
い
運
命
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
平
七
新
田
は
、
明
暦
三
年
に
開
発
さ
れ
た
干
拓
新
田
で
あ
る
が
、
本
稿
は
こ
の
平
七
新
田
の
災
害
に
つ
い
て
、
そ
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の
歴
史
地
理
学
的
意
義
を
芳
察
し
た
い
。
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第1図碧南市地形図



平
七
新
田
の
地
理
的
概
観

平
七
新
田
は
、
現
在
の
碧
南
市
平
七
地
区
と
し
て
も
あ
ま
り
影
響
は
な
い
。
碧
南
台
地
は
一
辺
が
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
正
三
角
形
を

し
て
い
る
が
、
各
辺
の
中
央
部
は
沿
岸
潮
流
に
よ
る
浸
蝕
の
た
め
か
相
当
強
く
聾
曲
し
て
い
る
。
こ
の
台
地
は
北
部
の
久
沓
の
地
点
で
高

く
な
り
、
東
南
に
傾
斜
し
て
い
る
の
で
、
東
部
や
南
部
に
比
較
的
大
き
な
谷
が
生
じ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
尾
白
狭
間
と
沢
渡
狭
聞
が
こ
れ

で
あ
る
。
こ
の
こ
つ
の
狭
間
に
は
さ
ま
れ
た
台
地
が
中
山
・
東
浦
で
、
そ
の
先
端
が
半
径
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
円
形
の
…
棚
尾
台
地
と
な

る。
こ
の
棚
尾
か
ら
東
浦
・
中
山
・
北
棚
尾
と
子
村
が
発
達
し
て
い
く
が
、
棚
尾
か
ら
東
浦
に
続
く
台
地
は
、
柄
の
長
い
ひ
し
ゃ
く
の
形
に

干拓新田における災害の歴史地理

似
て
い
る
。
こ
の
頭
と
柄
の
接
続
部
に
は
、
海
岸
漂
流
に
よ
っ
て
小
規
模
な
海
浜
平
野
が
形
成
さ
れ
得
る
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
、
海

岸
漂
流
に
よ
る
海
浜
平
野
の
前
面
の
小
規
模
な
遠
浅
の
と
こ
ろ
に
平
七
新
田
が
築
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
碧
南
市
の
新
団
地
帯
で

も
、
伏
見
屋
新
田
・
伏
見
屋
外
新
田
・
前
浜
新
固
な
ど
は
、
矢
作
川
の
河
口
に
近
く
、
矢
作
川
流
砂
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
、
現

在
で
も
畑
地
が
極
め
て
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
平
七
新
田
に
は
畑
地
を
殆
ど
見
ず
、
わ
ず
か
に
全
体
の
一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
だ

け
で
あ
る

T)。
平
七
新
田
の
開
発

元
来
矢
作
川
は
、
今
の
古
川
一
本
で
、
現
在
の
矢
作
川
下
流
の
あ
た
り
は
大
き
く
入
海
に
な
っ
て
い
た
。
棚
尾
村
の
東
海
岸
に
当
る
東
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浦
の
地
に
、
人
が
住
み
つ
い
た
の
は
寿
永
の
頃
(
一
一
八
二
l
一
一
八
五
)
と
い
わ
れ
、
金
原
・
鈴
木
の
二
姓
四
軒
に
始
ま
る
と
い
う
。
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」
の
地
は
台
地
が
狭
く
、

そ
の
上
濯
瓶
の
便
が
な
か
っ
た
の
で
、
僅
か
に
畑
作
と
漁
業
に
よ
っ
て
生
活
を
立
て
て
い
た
と
い
う
す
)
O

v 

、ー

の
地
に
新
田
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
矢
作
川
の
改
修
に
よ
る
地
形
の
変
動
に
よ
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

矢
作
川
が
古
川
一
本
で
あ
っ
た
当
時
、
年
々
流
砂
の
た
め
下
流
地
域
は
川
底
が
埋
っ
て
排
水
が
悪
く
、
中
流
に
当
る
額
田
・
幡
豆
の
地

域
は
、
大
雨
ご
と
に
氾
濫
し
て
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
被
害
地
が
、
徳
川
氏
股
肱
の
臣
の
出
生
地
で
あ
り
領
土
で
あ

っ
た
こ
と
と
、
矢
作
橋
が
交
、
通
の
要
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
水
害
を
避
け
る
た
め
に
、
幕
府
は
米
津
清
右
衛
門
を
奉
行
に
命

じ
て
、
木
戸
・
米
津
の
あ
い
だ
一
二
町
を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。

始
め
の
予
定
で
は
、
大
雨
の
際
に
剰
水
を
早
急
に
除
去
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
慶
長
十
年
ご
六

O
五
)
に
開
還
す
る
と
、

木
戸
と
米
津
と
の
落
差
が
大
き
く
、
し
か
も
そ
の
距
離
が
短
か
か
っ
た
た
め
、
古
川
の
水
も
一
時
逆
流
し
た
程
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

そ
の
水
勢
は
も
の
す
ご
く
、
両
岸
は
浸
蝕
さ
れ
て
、

み
る
み
る
川
幅
は
拡
大
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

矢
作
川
の
涜
砂
と
、
木
戸
・
米
津
聞
の
両
岸
浸
蝕
の
土
砂
の
最
初
に
堆
積
し
た
地
は
、

入
海
の
北
寄
り
の
よ
ど
み
で
、
鷲
塚
村
北
側
へ

は
一
五
年
後
に
広
汎
な
測
が
出
来
た
。
そ
し
て
三

O
年
後
、
す
な
わ
ち
正
保
元
年
こ
六
四
回
)
に
は
、
米
津
と
驚
塚
の
あ
い
だ
に
築
堤

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
後
漸
次
下
流
に
土
砂
が
堆
積
さ
れ
て
、
中
山
の
南
東
に
は
鴻
島
や
砂
鳴
を
生
じ
、
東
浦
の
浅
瀬
は
ま
す
ま
す
浅

く
、
そ
の
地
域
は
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。

承
応
年
間
(
一
六
五
二
!
一
六
五
四
)
に
至
っ
て
、
東
浦
地
先
に
居
住
し
て
い
た
稲
生
平
七
郎
な
る
者
こ
れ
が
開
拓
を
志
し
、
明
暦
元

年
(
一
六
五
五
)
よ
り
本
格
的
な
計
画
を
立
て
て
調
査
歎
願
、
金
策
に
取
り
掛
っ
た
と
い
う
。

「
平
七
村
開
発
以
来
由
緒
記
」
(
立
に
よ
る
と
、

こ
の
新
田
の
開
発
は
明
暦
三
年
の
こ
と
で
、
願
主
は
稲
生
平
七
郎
・
林
勘
兵
衛
・
間

瀬
弥
左
衛
門
・
大
脇
六
右
衛
門
の
四
人
、
開
発
よ
り
七
カ
年
の
間
鍬
下
作
取
御
免
、

一
三
名
で
地
割
し
た
と
い
う
。
こ
の
新
田
が
平
七
新



田
村
と
称
名
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
開
発
か
ら
七
年
後
の
寛
文
四
年
に
検
地
が
行
な
わ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。

新
田
の
開
発
に
当
つ
て
の
条
件
を
定
書
ハ
4
〉
に
よ
っ
て
み
る
と

干拓新田における災害の歴史地理

一
其
方
よ
り
堤
を
築
き
、
新
田
に
取
立
申
上
候
酉
年
よ
り
卯
年
迄
七
ヶ
年
作
取
御
免
被
成
候
、
八
年
目
辰
年
よ
り
年
貢
上
納
可
仕
事

一
回
方
上
中
下
な
ら
し
、
一
反
歩
に
つ
き
七
十
代
、
畑
方
ハ
上
中
下
概
一
反
歩
に
付
六
十
代
ニ
相
定
申
候
ニ
付
、
中
山
畑
新
田
同
断

一
年
貢
永
代
ニ
ッ
二
分
に
相
定
候
、
但
水
損
干
損
風
損
有
之
年
は
検
見
を
入
、
見
立
次
第
可
申
付
事

一
居
屋
敷
竿
之
外
、
年
貢
並
-
一
竹
木
諸
役
共
に
永
代
御
免
可
被
成
候
事

一
年
貢
上
納
仕
候
年
よ
り
後
に
於
て
、
堤
破
損
並
玖
共
に
此
方
よ
り
修
理
可
申
付
事

一
惣
井
道
之
儀
当
年
よ
り
永
代
此
方
よ
り
申
付
、
不
悪
無
之
様
可
申
付
事

一
新
田
之
内
水
深
不
納
故
く
里
而
取
立
候
年
よ
り
七
年
之
内
右
同
前
作
取
ニ
可
申
付
事

一
一
惣
堤
牛
馬
放
並
草
か
り
取
車
事
堅
く
法
度
可
申
付
事

一
惣
堤
草
木
共
-
一
永
代
其
方
可
致
支
配
事

右
之
条
々
相
定
候
上
ハ
永
代
相
違
有
間
敷
侯
、
若
取
替
在
之
其
跡
御
城
主
へ
可
申
得
者
也

明
暦
三
年
酉
正
月
廿
三
日

と
あ
る
。
こ
の
定
書
の
七
項
目
を
み
る
と
、
新
田
の
中
に
水
溜
り
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
平
七
新
田
を
取
り
巻
く
堤
防
は
八
百
間

と
い
う
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
堤
内
の
総
面
積
は
最
少
に
見
積
っ
て
も
四

O
町
歩
を
下
ら
な
い
広
き
で
あ
る
の
で
、
当
時
は
半
分
以
上
は
水

っ
き
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
絵
図
を
見
る
と
、
水
溜
り
を
越
え
た
部
分
に
大
き
な
寄
洲
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
利
用
し
て

堤
を
築
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

平
七
新
田
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
ま
わ
り
と
南
側
に
伏
見
屋
新
田
が
築
か
れ
、
更
に
伏
見
屋
外
新
田
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。

105 



106 

.四

平
七
村
の
災
害

寛
文
四
年
の
検
地
帳
を
見
る
と
、
下
回
が
全
体
の
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
が
、
第
一
表
に
見
る
よ
う
に
、
享
保
六
年
(
一
七

一
二
)
に
は
下
回
は
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
し
て
い
る
。
下
畑
は
一
町
歩
ほ
ど
減
っ
て
い
る
が
、
耕
地
が
一
八
町
歩
余
か
ら
二
七
町
歩

余
に
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
増
加
分
は
ほ
と
ん
ど
下
回
で
あ
っ
て
、
水
溜
り
場
を
順
次
干
し
上
げ
て
田
に
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
れ

平七村の地種別耕地面積及石高(享保6) 

中田 1町55 1歩6% 18石604 7%  

回 下回 23 86 11 88 238 6367 88 

計 I25 41 12 94 I 257 馴 95

畑|下畑 I1 81 8 6 
合計 I27 22 20 100 I 271 弘20100 

第1表

る
。
石
盛
も
低
い
の
は
、
水
利
の
悪
さ
か
ら
い
っ
て
も
生
産
性
は
余
り
高
く
な
い
こ
と
を
物
語

回方下見合毛附帳による

る
。
こ
の
中
で
一
部
二
毛
作
も
行
な
わ
れ
、
ま
た
僅
か
な
が
ら
木
綿
な
ど
の
商
業
作
物
の
栽
培
を

行
な
っ
て
、
人
々
は
生
活
の
改
善
を
行
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
人
々
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
干
拓
新
田
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
平
七
村
も
災

害
に
よ
っ
て
絶
え
ず
不
安
定
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
災
害
と
い
う
の
は
、
水
害
を
主

と
し
、
大
風
・
流
行
病
そ
し
て
干
ば
つ
な
ど
で
あ
っ
た
。
第
二
表
は
こ
の
災
害
の
歴
史
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
洪
水
に
よ
る
水
損
が
い
か
に
た
び
た
び
で
あ
っ
た
か
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
表
は
、
文
書
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
掲
げ
て
い
る
。

次
に
示
す
寛
保
二
年
ご
七
回
二
)
の
文
書
は
、
三
年
前
の
元
文
四
年
の
水
害
に
よ
っ
て
切
れ

た
堤
防
か
ら
、
矢
作
川
の
水
を
伏
見
屋
新
田
・
平
七
新
田
に
入
れ
て
通
し
、
こ
れ
ま
で
の
矢
作
川

の
本
流
を
し
め
切
っ
て
川
違
い
に
し
て
、
そ
こ
に
新
田
二
七

O
石
余
を
築
き
、
川
違
い
に
よ
っ
て

失
な
わ
れ
た
新
白
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
補
う
よ
う
に
し
て
差
支
え
な
い
か
ら
と
い
う
幕
府
の
問
い
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第2表平七村災害の年表(元緑ー慶応)

年 1-'1; 事 項 年 代 事 項

元禄4 1691 洪水により水が溢れる 作，ききん

8 1695 水損 天明4 1784 大ききん

11 1698 大風雨 6 1786 雨多く不作，虫害，大

14 1701 大雨 凶作

宝永4 1707 地震.地盤沈下 7 1787 凶作，大ききん

5 1708 大風雨，高潮 寛政1 1789 大雨大水

7 1710 地震 2 1790 大水大風，洪水

正徳3 1713 大風高無雨1引3洪6石水1， 水損のた 3 1791 大雨のため高61石2斗
め斗6升7合
皆

1升皆無引

享保7 1722 洪水，新田に浸水皆引 4 1792 洪水

9 1724 干ばつ，ききんのため 5 1793 大雨つづき，水損，高

小児の死亡多し 135石7斗3升9合皆無

14 1729 大洪水 "51 

15 1730 はしか流行 享和3 1803 大雨大水

17 1730 凶作 文化1 1804 大雨大水

18 1733 疫病流行 5 1808 大風雨

元文1 1736 大洪水 11 1814 干ばつ，大洪水

4 1739 洪水，伏見屋新回の川 12 1815 洪水

除堤切れる，水損 文政5 1822 洪水

寛延3 1750 洪水 11 1828 大雨大水，洪水

宝暦7 1757 大洪水 天保7 1836 気候不順，大ききん

8 1758 大雨，洪水 8 1837 大風雨，疫病流行，き

11 1761 洪水 きん，米価前年の3倍

12 1762 大風 弘化3 1846 大地震

13 1763 大風 嘉永3 1850 大風大水，高潮

明和1 1764 大風 安政1 1854 大地震，高潮

4 1767 大雨，回畑家まで浸水 2 1855 大風雨，前浜新田の海

水損 岸堤防切込，田方223

8 1771 干ばつ 石5斗5升5合潮入皆

安永2 1773 大風雨，大水，疫病は 無引

やる 3 1856 干ばつ

8 1779 大風雨，大水，矢作川 5 1858 疫病はやる

氾濫 万延1 1860 大風雨

天明2 1782 大地震，洪水 元治1 1864 太風大水

3 1783 気候不)1買，暴風雨，凶 慶応2 1866 冷風，大風雨
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合
わ
せ
に
対
し
て
、
平
七
村
の
見
聞
を
述
べ
た
文
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
少
し
長
文
で
あ
る
が
左
に
掲
げ
る
と
官
〉

御
吟
味
に
付
差
上
候
書
付

江
戸
米
沢
町
加
田
屋
藤
五
郎
・
三
州
碧
海
郡
槻
尾
村
平
八
と
申
者
、
三
州
矢
作
川
〆
切
当
時
堤
切
口
ぷ
伏
見
屋
新
田
・
平
七
新
田
へ
川
違
仕
、
本
川
通
叩

新
田
ニ
相
願
、
平
七
新
田
高
弐
百
七
拾
石
余
之
所
新
川
敷
-
一
仕
、
新
田
開
発
地
之
内
ニ
而
地
代
弐
百
七
拾
石
余
拙
者
共
へ
請
取
候
積
り
、
先
達
市
野
田

甚
五
兵
衛
様
・
天
野
助
次
郎
様
御
見
分
之
上
拙
者
共
御
呼
出
、
右
場
所
新
田
ニ
被
仰
付
候
而
も
故
障
無
之
旨
御
尋
ニ
付
、
左
-
一
御
答
申
上
侯

一
右
場
所
野
田
甚
五
兵
衛
様
御
吟
味
之
節
ハ
、
伏
見
屋
新
田
囲
堤
無
慈
罷
在
、
平
七
新
田
地
低
-
一
而
同
所
池
之
場
所
可
起
返
趣
ニ
茂
無
之
、
其
外
陣
-
一

可
成
様
子
-
一
モ
相
見
不
申
候
段
、
代
地
弐
百
七
拾
右
余
請
取
侯
得
ハ
、
新
川
ユ
被
仰
付
侯
而
モ
障
無
之
段
申
上
侯
処
、
去
ル
未
九
月
伏
見
屋
新
田
園

堤
百
拾
間
切
入
、
夫
ぷ
砂
土
押
入
地
高
ニ
相
成
侯
ニ
付
、
右
堤
切
所
築
立
御
普
請
被
仰
付
候
得
者
、
平
七
新
田
池
成
之
場
所
共
ニ
早
速
起
返
申
候
、
日

依
之
右
堤
切
所
築
立
御
普
誇
被
仰
付
被
下
侯
様
伏
見
屋
新
田
並
ニ
水
下
棚
尾
・
大
浜
・
平
七
新
田
・
鷲
塚
共
ニ
永
井
孫
次
郎
様
江
奉
願
候
処
、
御
見

分
被
成
其
上
御
普
請
役
之
御
衆
中
御
見
分
御
吟
味
-
一
付
申
上
侯
者
、
右
築
立
御
品
目
請
延
引
ニ
罷
成
侯
市
ハ
村
々
荒
地
相
増
候
-
一
付
、
こ
ん
き
う
之
百

姓
難
儀
ニ
ハ
御
座
侯
得
者
、
棚
尾
・
平
七
新
回
・
大
浜
・
鷲
塚
田
ケ
村
ニ
市
人
足
壱
万
千
人
余
、
金
四
拾
雨
前
格
ハ
無
御
座
侯
得
共
村
役
ニ
差
出
不

申
候
問
、
益
々
御
普
請
被
仰
付
被
下
侯
様
ニ
と
御
願
申
上
置
、
去
午
当
年
両
度
江
戸
表
へ
罷
出
、
猶
又
御
願
申
上
候
程
之
儀
ニ
一
候
得
ハ
、
先
達
而
(

代
地
請
取
侯
得
ハ
障
無
之
旨
申
上
侯
得
共
、
前
々
申
上
侯
通
堤
切
侯
以
後
地
高
ニ
相
成
、
其
上
代
地
-
一
可
請
取
矢
作
川
通
新
田
場
ハ
川
床
砂
土
-
一
而

土
地
不
宜
、
平
七
新
田
ハ
年
久
敷
新
田
沼
交
リ
ニ
而
土
地
宣
御
座
侯
ニ
付
、
代
地
請
取
侯
而
も
在
来
地
所
相
渡
候
儀
迷
感
ニ
奉
存
侯
問
、
新
川
-
一
一
被

仰

付

俣

儀

何

分

ニ

モ

御

免

被

下

、

伏

見

屋

新

田

切

所

御

普

誇

被

仰

付

候

様

-

一

仕

度

奉

願

侯

(

以

下

略

)

こ
れ
に
よ
る
と
、
平
七
村
は
さ
き
に
幕
府
の
代
宮
が
見
分
し
た
折
は
差
支
え
な
い
と
返
答
し
た
が
、

こ
の
た
び
す
な
わ
ち
寛
保
二
年
に

は
こ
の
川
違
い
は
不
都
合
で
あ
る
か
ら
、
伏
見
屋
新
田
の
堤
防
を
早
く
修
理
し
て
ほ
し
い
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
平
七
村
の

述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
元
文
元
年
の
水
害
以
来
矢
作
川
の
水
が
新
田
に
流
れ
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
平
七
新
田
の
土
地
が
低
く
池
に
な
っ
て
い

た
と
こ
ろ
に
、
砂
や
土
が
押
し
入
っ
て
土
地
が
だ
い
ぶ
高
く
な
っ
た
か
ら
、
こ
れ
を
起
し
返
し
し
た
方
が
好
都
合
で
あ
る
か
ら
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
干
拓
新
田
に
お
い
て
は
、
水
害
に
よ
っ
て
新
田
の
土
地
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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と
こ
ろ
で
土
地
の
低
い
平
七
村
と
し
て
は
、
悪
水
の
処
理
が
重
大
な
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
始
末
に
は
相
当
な
苦
労
を
重
ね
て
い
る
。

た
と
え
ば
明
和
六
年
(
一
七
六
九
)
の
文
書
官
〉
に
は
「
去
亥
年
大
水
戸
戸
ハ
堤
惣
無
不
越
切
所
ニ
罷
成
、
田
畑
ハ
勿
論
家
居
ま
で
、
水
押

込
己
に
流
失
可
仕
程
之
儀
戸
付
、
右
川
丈
一
同
差
加
リ
御
願
申
上
侯
処
」
と
大
水
に
よ
る
水
害
と
、
川
底
が
水
害
の
‘
た
び
高
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
訴
え
、
更
に
「
併
当
村
之
儀
者
海
川
境
之
処
-
一
而
悪
水
吐
口
之
場
所
毎
年
堀
没
之
儀
、
正
月
匂
節
'
年
二
一
よ
り
一
こ
月
上
旬
迄
ニ
村
中
人
足
不
残

相
掛
ヶ
、
其
上
雇
人
足
三
間
右
自
普
請
仕
、
潮
時
之
変
ニ
応
歩
行
持
船
等
ニ
市
砂
波
土
持
仕
侯
市
、
耕
地
之
水
を
吐
せ
申
候
村
方
弓
而
御
座
候
得
者
」
と

年
々
悪
水
の
吐
け
口
を
渡
之
る
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
天
保
十
年
こ
八
三
九
)
の
村
明
細
帳
に
は
、
悪
水
吐
ロ

十
カ
所
を
記
し
て
お
り
、
大
雨
や
洪
水
に
対
し
て
の
弱
さ
を
示
し
て
い
る
。

五
災
害
と
人
口
の
変
化

災
害
は
、
そ
の
村
の
人
口
の
動
き
に
影
響
を
与
え
る
。
い
ま
史
料
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た
人
口
を
書
き
出
し
て
み
る
と

草
保
七
年
こ
七
二
二
)
二

O
五

人

(

男

一

一

七

人

女

八

八

人

)

寛
保
三
年
ご
七
四
三
)
一
九
一
人
〔
男
一
)
六
人
女
七
五
人
)

明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
一
九
主
人
{
男

}
O七
人

女

八

八

人
)

e

z
A
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
二
九
二
人
(
男
豆
二
一
人
女
一
回

O
人
)

弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)
一
三
六
人
(
男
一
一
六
三
人
女
一
五
三
人
)

と
壊
滅
が
あ
る
。
い
ま
試
み
に
寛
保
三
年
の
宗
門
人
別
帳
に
よ
っ
て
、
平
七
村
の
人
口
構
成
を
み
る
と
、
第
三
図
の
よ
う
に
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
る
。
と
の
図
は
五
歳
ご
と
に
区
切
っ
て
男
女
別
の
数
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
年
令
か
ら
年
代
を
逆
算
し
て
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み
る
と
、
人
口
が
著
し
く
減
少
し
た
年
令
が
三
次
に
わ

た
っ
て
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
次
は
宝
永
五
年

(
一
七

O
八
)
か
ら
正
徳
三
年
の
あ
い
だ
、
第
二
次
は

平七村の人口構成(宗門人別帳より作図)

享
保
九
年
(
一
七
二
回
)
か
ら
同
十
三
年
の
あ
い
だ
、

第
三
次
は
享
保
十
二
年
(
一
七
二
七
)
か
ら
同
十
六
年

の
あ
い
だ
と
な
る
。
第
一
次
の
宝
永
五
年
か
ら

E
徳

年
ま
で
の
あ
い
だ
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
二
表
に
み
る

よ
う
に
、
宝
永
五
年
に
大
風
雨
・
高
潮
が
あ
り
、
同
七

年
に
地
震
、
正
徳
三
年
に
は
大
風
雨
・
洪
水
、
こ
の
水

損
の
た
め
高
一
三
六
石
一
斗
六
升
七
合
が
皆
無
引
と
な

っ
て
い
る
。
第
二
次
の
享
保
九
年
か
ら
同
十
三
年
の
あ

い
だ
に
つ
い
て
み
る
と
、
享
保
九
年
は
幕
府
が
全
国
に

第3図

向
か
っ
て
倹
約
令
を
発
し
、
物
価
の
値
下
を
命
じ
た
年

で
あ
る
が
、
平
七
村
で
は
享
保
七
年
に
洪
水
が
あ
り
、

新
田
に
浸
水
し
て
皆
無
引
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同

九
年
に
は
干
ば
つ
で
田
畑
が
実
ら
ず
、
小
児
の
死
亡
が

多
い
と
い
う
。
第
三
次
の
享
保
十
二
年
か
ら
同
十
六
年
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の
あ
い
だ
に
つ
い
て
み
る
と
、
や
は
り
こ
の
あ
い
だ
に
洪
水
が
あ
り
、
「
は
し
か
」
に
よ
る
小
児
の
死
亡
が
あ
げ
ら
れ
る
。

更
に
念
の
た
め
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
の
宗
門
人
別
帳
に
よ
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
人
口
構
成
を
し
ら
べ
て
み
た
。
す
る
と
天
保
四
年

(
一
八
三
三
)
か
ら
同
八
年
U
あ
い
だ
に
人
口
の
大
き
な
減
少
が
見
ら
れ
る
。
天
保
四
年
は
、
諸
国
に
大
き
き
ん
が
起
り
、
米
価
が
騰
貴

し
、
窮
昂
が
'
蜂
起
し
て
富
民
を
襲

h
、
百
姓
一
授
が
激
し
く
起
っ
た
年
で
あ
る
。
平
七
村
で
も
気
候
が
不
調
、
き
き
ん
の
状
態
を
第
二
表

は
示
し
て
い
る
。
天
保
七
年
、
に
は
尾
張
j

三
河
地
方
を
暴
風
雨
が
襲
い
、
作
物
は
実
ら
ず
大
き
き
ん
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
鴨
の
騒
立
」

と
い
わ
れ
る
加
茂
郡
の
百
姓
一
撲
が
激
し
く
起
っ
て
い
る
。
翌
八
年
に
は
大
風
雨
、
大
き
き
ん
、
そ
し
て
米
価
は
吏
に
急
騰
し
て
、
前
年

に
一
両
に
つ
い
て
六
斗
で
あ
っ
た
米
価
は
、
こ
の
年
に
は
一
両
に
つ
い
て
二
斗
と
三
倍
に
は
ね
上
っ
て
い
る
。
大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
っ

た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
東
海
道
白
須
賀
宿
の
助
郷
役
を
軽
く
し
て
も
ら
う
た
め
、
平
七
村
を
含
め
た
九
か
村
の
総
代
が
出

府
し
て
嘆
願
を
始
め
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
凶
作
に
加
え
て
疫
病
も
流
行
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
水
害
の
起
っ
た
年
に
特
に
甚
だ
し
い
人
口
の
減
少
が
見
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
水
害
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活

条
件
が
悪
化
し
、
死
亡
率
が
伏
幅
に
1

上
昇
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
あ
。
そ
れ
に
ま
た
流
行
病
な
ど
の
災
害
が
加
わ
っ
て
人
口
の
減
少
に
拍

車
を
か
け
だ
で
あ
ろ
う
。
隣
村
で
あ
る
棚
尾
村
や
大
浜
村
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
作
業
を
試
み
て
見
た
が
、
古
代
か
ら
の
村
落
で
あ
る

己
れ
ら

m村
に
お
い
て
ば
平
七
村
一
の

i
う
な
大
き
な
変
化
は
克
ら
れ
な
か
っ
た
。
水
害
を
中
心
と
し
た
災
害
が
、
人
口
減
少
を
伴
う
こ
と

の
度
合
は
、
ヤ
平
七
有
の
よ
う
な
新
田
村
に
お
い
て
著
し
ぐ
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
凶
作
・
色
き
ん
や
流
行
病
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
大
幅
に
上
廻
る
例
は
、
木
曾
・
長
良
・
揖
斐
の
三
河
川
が
交
錯
す
る
輪
中

地
帯
に
あ
っ
て
、
地
味
豊
か
で
あ
る
が
、
一
た
び
洪
水
に
な
る
と
蛍
村
水
没
と
い
う
危
険
の
あ
る
美
濃
国
西
城
村
に
つ
い
て
の
速
水
融
・

4・
z 

内
田
宣
子
の
報
告
ハ
エ
が
あ
る
。
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J、
災
害
と
村
構
造
の
変
化

災
害
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
大
幅
に
上
昇
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
災
害
は
村
の
構
造
に
も
影
響
を
与
え
る
。
平
七
村
の
宗
門
人
別
帳
を
検

討
す
る
と
、
高
持
百
姓
の
抱
え
る
奉
公
人
の
数
は
、
享
保
か
ら
寛
保
・
明
和
・
天
保
と
年
ご
と
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
規
模

み
る
と
、

農
業
経
営
か
ら
し
だ
い
に
-
寄
生
地
主
化
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
方
に
、
水
呑
の
家
族
構
成
を
宗
門
人
別
帳
に
よ
っ
て

用
喜
借
地
無
高

干拓新田における災害の歴史地理

、
妙

。，

兄女家
房主

母

ま圧万と甚
き治蔵み蔵

三
十
-
七
歳

三
十
歳

四
十
七
歳

四
十
三
歳

六
十
七
歳

と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
伝
七
は
三
十
二
歳
の
弟
を
、
仙
助
は
五
十
五
歳
の
兄
を
、
桂
助
は
三
十
二
歳
の
弟
を
ベ
源
四
郎
は
五
十
一
歳
・

四
十
五
歳
・
二
十
九
歳
の
弟
を
、
六
左
衛
円
は
四
十
二
歳
・
二
十
六
歳
の
弟
を
、
七
五
郎
は
四
十
七
歳
の
兄
と
四
十
九
歳
の
姉
を
、
栄
八

は
三
十
二
歳
の
弟
二
人
を
そ
れ
ぞ
れ
同
居
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
お
じ
の
境
遇
で
、
生
涯
独
身
か
、
兄
や
甥
の
掛
り
人
と
し
て

113 

て
い
る
。

暮
ト
υ
た
人
た
ち
で
あ
る
、
。
こ
れ
は
男
子
に
比
較
し
て
女
子
の
人
数
が
少
な
い
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
、
分
家
で
き
な
い
水
呑
の
生
活
を
示
し

こ
の
地
方
は
、
総
じ
て
水
呑
の
全
農
家
に
対
す
る
割
合
は
大
き
く
、
大
浜
村
で
は
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
に
五
三
パ
1
セ
パ
ト
、
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棚
尾
村
で
は
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)

に
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
示
す
が
、
平
七
村
に
お
い
て
は
、
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
に
す
で
に
六

四
パ
ー
セ
ン
ト
、
天
保
十
二
年
に
は
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
水
呑
の
増
加
は
、
奉
公
人
の
減
少
に
よ
っ
て
み
た
よ
う
に
、
大
規
模
農
業
経
営
か
ら
し
だ
い
に
寄
生
地
主
化
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
こ
の
こ
と
は
牛
馬
数
の
減
少
と
無
関
係
で
は
な
い
。

享
保
七
年
(
一
七
二
二
)

の
平
七
村
反
別
差
出
下
帳
ハ
S
)
に
は
、

「
作
馬
一
匹

持
主
勘
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
ι

勘
助
は
明
和
四
年

(
一
七
六
七
)
に
一
六
石
の
高
持
で
あ
る
。
平
七
村
で
は
牛
馬
の
数
の
変
化
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
試
み
に
隣
村
で
あ
る
大
浜
村
の

場
合
を
み
る
と
、
大
浜
村
で
は
貞
享
元
年
ご
六
八
四
)
馬
一
一
一
、
牛
四
一
で
あ
っ
た
も
の
が
、
正
徳
二
年
(
一
七
二
一
)

に
は
馬
四

五
、
牛
一
三
に
減
り
、
そ
れ
も
延
享
・
宝
暦
・
明
和
と
し
だ
い
に
減
少
し
て
、
明
和
七
年
(
一
七
七

O
)
に
は
馬
五
匹
を
数
え
る
に
過
ぎ

h
h

、。

φ
人

L近
世
農
村
で
の
牛
馬
数
の
減
少
に
つ
い
て
、
速
水
融
氏
は
濃
尾
地
方
に
関
し
て
の
尾
原
論
文
の
分
析
を
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
尾

原
論
文
言
)
で
、

中
島
・
丹
羽
両
郡
に
つ
い
て
馬
数
減
少
、
耕
地
面
積
の
増
大
、

人
口
増
大
の
三
つ
の
変
数
聞
の
関
係
を
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

に
表
示

L
、
「
馬
一
頭
を
減
じ
て
原
野
一
町
歩
余
が
耕
地
と
な
り
、
約
・
一

O
人
の
人
口
を
酒
養
す
る
事
実
が
判
明
し
た
」
と
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
、
馬
匹
減
少
と
人
口
増
加
、
開
墾
面
積
の
増
大
の
三
つ
を
く
み
合
わ
せ
、
生
産
の
諾
要
素
聞
の
構
成
変
化
か
ら
近
世
農
村
の
展

聞
過
程
を
み
よ
う
と
し
た
視
点
は
評
価
さ
れ
る
と
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
の
農
業
生
産
に
お
け
る
「
発
展
」
は
、
近
代
的
な
意
味
に
お
け

る
「
労
働
生
産
性
」
の
向
上
で
は
な
く
、
む
し
ろ
資
本
部
分
(
家
畜
)

の
減
少
を
伴
な
う
特
殊
な
発
展
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
も
の
は

農
民
の
勤
労
で
し
か
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
隷
属
労
働
力
に
依
存
す
る
経
営
は
解
体
し
、
家
族
経
営
に
移
行
し
て
い
る
と
し
て
い
る
白
百

大
浜
村
や
平
七
村
に
お
け
る
牛
馬
数
の
減
少
も
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
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平七村の石高別階層構成

(明和~天保)

石高|明和4 (問|天保12(国1)

140 1又左衛門 l

138 1 

27 1 又吉

19 

18 1 用吉

17 1 又之助

16 1 勘助

15 

10 

9 

8 1 

7 

6 

5 2 

4 1 

3 1 2 

2 1 

1 2 

1未 4 2 。 21 52 

計 33 62 

宗門人別帳による

第3表い
と
'
こ
ろ
で
平
七
村
の
農
民
構
成
を
第
三
表
に
示
し
た
が
、
ま
こ
と
に
水
呑
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
高
率
で
あ
る
。
更
に
石
高
別
に
み

る
と
)
本
百
姓
で
も
階
層
の
差
が
大
き
い
の
が
自
に
つ
く
。
最
高
の
中
根
又
左
衛
門
は
宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
)
に
一
二
七
石
の
高
持
で

あ
っ
た
が
、
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)

は
一
三
八
石
に
増
し
て
い
る
し
、
こ
れ
に
次
ぐ
又
吉
は
二

O
石
か
ら
二
七
石
に
、
勘
助
は
一
五
石

か
ら
一
J

六
石
に
そ
れ
ぞ
れ
-
上
っ
て
い
る
。
そ
し
て
本
百
姓
で
も
、

入
石
未
満
の
一
群
と
一
六
石
以
上
の
一
群
と
に
は
っ
き
り
分
か
れ
て
い

る
の
が
自
に
つ
く
。
こ
の
又
左
衛
門
・
又
吉
・
勘
助
は
、
何
れ
も
酒
造
・
質
商
を
営
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
た
く
わ
与
え
た
財
力
を
利

用
し
一
て
多
ノ
〆
の
土
地
を
集
積
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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土
地
を
一
手
離
し
た
農
民
は
、
享
保
七
年
の
村
明
細
帳
臼
〉
に

'
一
回
地
質
物
ハ
御
年
貢
上
納
の
節
差
こ
た
へ
り
難
儀
し
、
百
姓
団
地
質
物
に
入
、
名
主
組
頭
加
判
仕
借
用
、
御
年
貢
上
納
仕
侯
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と
あ
る
よ
う
に
、
水
害
に
よ
っ
て
年
貢
上
納
に
さ
し
支
え
、
団
地
を
手
離
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
最
高
の
高
持
で
あ
る
中
根
又
左
衛
門
に
つ
い
て
一
言
す
る
と
、
彼
は
始
祖
が
遠
州
葛
股
の
産
で
、
武
田
に
従
っ
て
川
中
島
の
合

戦
に
従
っ
た
が
、
の
ち
三
州
加
茂
郡
中
垣
内
村
に
住
み
、

中
垣
内
村
か
ら
平
七
村
に
住
ん
で
分
家
し
た
と
家
譜
白
)
に
み
え
る
。
そ
の
孫

ー

又
左
衛
門
は
延
享
四
年
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
一

O
石
余
り
の
土
地
を
二
二

O
両
で
藤
四
郎
か
ら
手
に
入
れ
て
い
る
が
、
次
第
に
財
力
を

利
用
し
て
土
地
兼
併
を
な
し
と
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
左
衛
門
は
酒
造
・
質
商
を
営
み
、
廻
船
ご
膿
・
川
船
一
般
を
所
持
し
て
城

米
運
搬
と
と
も
に
酒
を
江
戸
に
送
っ
た
り
し
て
、
相
当
の
利
を
納
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
尾
州
知
多
郡
の
大
野
村
商
人
浜
島
伝
右
衛
門

が
、
木
綿
世
話
方
肝
煎
の
株
を
、
同
郡
半
田
村
の
中
野
半
六
へ
金
一

0
0
0両
で
売
り
渡
し
た
時
、
又
左
衛
門
は
親
類
請
人
と
し
て
連
署

し
て
い
る

Suo
天
保
十
二
年
の
「
田
畑
宗
改
帳
」

a
u
に
よ
る
と
、
田
畑
合
せ
て
四

O
町
四
反
八
畝
一
二
歩
余
り
、

一
四

O
石
六
斗
六
升

七
合
九
勺
と
全
村
の
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
犬
百
姓
と
小
百
姓
の
間
隔
が
次
第
に
あ
い
て
い
き
、
土
地
兼
併
を
促
す
原
因
は
、
大
百
姓
と
小
百
姓
と
で
は
租
税
の
負
担

が
違
う
と
三
ろ
一
か
ら
来
て
い
る
。
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
租
税
が
、
主
と
し
て
持
高
に
比
例
し
て
賦
課
さ
れ
る
舎
の
で
、
百
石
の
高
持
が
五

十
石
の
租
税
を
出
す
時
に
は
、
十
石
の
者
は
五
石
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
小
百
姓
に
な
れ
ば
な
る
程
負
担
が
重
く
な
っ

て
、
農
村
は
分
化
し
て
い
く
が
、
水
害
を
絶
え
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
平
七
村
に
お
い
て
、
年
貢
上
納
の
際
小
百
姓
ほ
ど
大
き

な
負
担
が
掛
り
、
こ
れ
が
ひ
い
て
は
天
保
十
二
年
に
全
体
の
入

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ぶ
水
呑
層
を
生
み
出
し
た
も
の
と
考
え
る
。
隣
村

の
大
浜
村
や
棚
尾
村
と
比
較
す
る
と
き
、
干
拓
新
田
に
お
け
る
水
害
、
地
震
の
た
め
の
地
盤
沈
下
に
よ
る
洪
水
の
危
険
、
さ
ら
に
そ
う
し

た
生
活
条
件
の
悪
化
の
も
と
に
起
る
悪
疫
の
流
行
が
、
村
構
造
を
大
き
く
変
え
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



七

ま

と

め

ま
こ
と
に
海
浜
の
埋
立
に
よ
っ
て
で
き
た
干
拓
新
田
は
、
そ
の
築
立
の
時
か
ら
幾
多
の
危
険
を
は
ら
ん
で
い
た
。
打
続
く
暴
風
に
幾
度

か
堤
防
を
壊
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
た
び
寮
の
河
原
の
石
を
積
む
よ
う
に
農
民
は
苦
難
の
作
業
を
続
け
た
。
し
か
し
、
作
取
御
免
の
期
聞
を

経
て
新
田
が
完
成
し
た
あ
と
は
、
ま
た
一
面
の
楽
し
み
も
あ
っ
た
。
近
世
に
お
い
て
新
田
の
開
発
は
、
大
地
主
か
町
人
に
よ
る
も
の
が
多

か
っ
た
が
、
そ
れ
は
大
き
な
賭
で
成
功
す
れ
ば
式
き
な
利
益
を
得
る
が
失
敗
す
れ
ば
す
べ
て
を
失
な
っ
た
。
刈
谷
町
の
町
人
太
田
平
右
衛

門
は
、
刈
谷
藩
の
御
用
商
人
と
し
て
幅
広
い
商
業
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
家
訓
の
中
に
「
新
田
築
立
候
事
堅
致
問
敷
事
」
と
あ
る

の
は
、
こ
う
し
た
賭
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
賭
の
原
因
は
多
く
自
然
の
災
害
で
あ
っ
た
。

干拓新固における災害の歴史地理

干
拓
新
田
が
、
そ
の
自
然
的
条
件
の
上
か
ら
自
然
の
災
害
に
対
し
て
多
く
の
弱
点
を
も
っ
て
い
た
が
故
に
、
幾
度
か
そ
れ
に
襲
わ
れ
、

時
に
は
土
地
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
新
田
の
人
々
の
生
活
も
変
え
た
。
水
害
は
流
行
病
な
ど
を
伴
い
、
新
田
の
人
々
の

生
活
条
件
を
悪
く
し
た
。
い
や
水
害
が
生
活
条
件
を
悪
化
さ
せ
、
そ
れ
が
悪
疫
を
流
行
さ
せ
、
そ
れ
が
更
に
生
活
条
件
を
悪
化
さ
せ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
人
口
の
減
少
と
い
う
形
に
は
、
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
る
。
古
来
よ
り
の
農
村
と
比
較
し
て
明
瞭
に
見
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
商
品
・
貨
弊
経
済
に
司
ま
き
込
ま
れ
た
農
村
で
は
、
小
農
民
は
地
主
か
ら
一
時
的
に
金
を
借
り
る
よ
う
に
な
る
が
、
不
作
に
よ
っ
て

年
貢
上
納
に
差
し
支
え
た
小
農
民
は

7
一
旦
借
り
た
金
の
返
済
に
困
っ
て
土
地
の
喪
失
者
と
な
る
。
こ
う
し
て
小
農
民
の
土
地
は
地
主
に
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集
中
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
水
害
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
干
拓
新
田
ほ
ど
激
し
い
。
大
浜
湊
を
控
え
、
幾
多
の
加
工
業
も
発
達
し
て
、
土
地

の
割
合
に
多
く
の
人
口
を
支
え
て
い
た
大
浜
・
棚
尾
・
驚
塚
村
一
帯
は
、
商
品
・
貨
幣
経
済
が
早
く
か
ら
浸
透
し
て
階
層
分
化
は
進
ん
で
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な
ら
な
い
。

い
る
が
、
新
田
村
と
し
て
平
七
村
は
そ
れ
を
も
大
き
く
乗
り
越
え
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
水
害
を
主
と
し
た
自
然
災
害
に
よ
る
影
響
に
他

干
拓
新
田
に
お
け
る
災
害
は
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
土
地
に
変
化
を
与
え
、
時
に
は
人
口
の
激
減
を
来
し
、
更
に
村
の
構
造
を
も
大
き
く

変
え
て
い
く
、
干
拓
新
田
に
お
け
る
災
害
の
歴
史
地
理
を
わ
た
く
し
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
。
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